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平成27年度決算報告
平成29年4月に町立認定こども園が開園します
栃木県知事選挙のお知らせ
第35回ゆりがねマラソン大会参加者募集
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町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
町
財

政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
決
算
は
、
歳
入
歳
出
と

27
も
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
要
因
は
、
歳
入
で
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
や
地
域
振
興

支
援
交
付
金
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
付
金
な
ど
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
で
は
、
地

平
成　

年
度
決
算
報
告

27
一
般
会
計
・
特
別
会
計
が
認
定

　

平
成　

年
度
那
珂
川
町
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
、

27

9
月
6
日
か
ら
9
月　

日
ま
で
行
わ
れ
た
第
6
回
那
珂
川
町
議
会
定

20

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

域
振
興
基
金
や
福
祉
基
金
へ
の
積

立
金
の
ほ
か
、
各
特
別
会
計
へ
の

繰
出
し
金
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

が　

億
1 
0
7
7
万
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1
5
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円
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前
年
度
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べ
3
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5
％
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増
、
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億
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円
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こ

の
う
ち
継
続
費
逓
次
繰
越
額
2 

9
0
0
万
円
と
、
繰
越
明
許
費
繰

越
額
1 
4
3
0
万
6 
0
0
0
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

4
億
9 
4
3
6
万
6 
6
4
4
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
7
つ
の

特
別
会
計
の
合
計
額
は
歳
入
が　
57

億
6 
7
5
6
万
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9
4
8
円
で
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前
年
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、
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％
の
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億
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4
6
3
万
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0
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4
7
円
で
前
年
度
比
6
・
4
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足

す
る
9 
8
5
5
万
5 
3
8
8
円

は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支

調
整
額
、
建
設
改
良
積
立
金
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
、
町
税
、
国
県
支
出
金
及
び

合
併
特
例
債
や
過
疎
対
策
事
業
債

等
の
町
債
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
財
源
と
依
存
財
源

の
構
成
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ　
・
2
32

％
、　

・
8
％
と
な
り
ま
し
た
。

67

　

歳
出
の
主
な
も
の
の
第
一
は
民

生
費
で
、
障
害
者
福
祉
事
業
や
老

人
福
祉
事
業
、
児
童
福
祉
事
業
な

ど
の
福
祉
事
業
の
ほ
か
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
や
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

歳 入

町税
19億8,606万円
（20.0%）

繰越金
3億9,591万円
（4.0%）

繰入金
2億6,683万円
（2.7%）

諸収入
2億1,479万円
（2.2%）

分担金及び負担金
1億3,331万円
（1.3%）

使用料及び手数料
1億557万円
（1.1%）

財産収入
4,717万円
（0.5%）

寄附金
4,138万円
（0.4%）

地方交付税
37億2,149万円
（37.5%）

歳入決算額
99億1,077万円

県支出金
10億2,134万円
（10.3%）

町債
7億8,899万円
（8.0%）

町債
7億8,899万円
（8.0%）

町債
7億8,899万円
（8.0%）

国庫支出金
6億5,725万円
（6.6%）

地方消費税交付金
3億3,910万円
（3.4%）

地方譲与税
9,754万円
（1.0%）

その他
9,404万円
（1.0%）

自主財源
依存財源

決　　算　　額区　分
会計名 差　　引歳　　出歳　　入

571万円5億777万円5億1,348万円ケーブルテレビ事業

9,726万円25億6,218万円26億5,944万円国 民 健 康 保 険

389万円1億9,264万円1億9,653万円後 期 高 齢 者 医 療

5,333万円17億6,566万円18億1,899万円介 護 保 険

1,367万円2億9,574万円3億941万円下 水 道 事 業

487万円4,465万円4,952万円農業集落排水事業

2,420万円1億9,600万円2億2,020万円簡 易 水 道 事 業

2億293万円55億6,464万円57億6,757万円合 計

7,778万円1億6,393万円2億4,171万円収益的収支
水道事業

△9,856万円1億7,056万円7,200万円資本的収支

特別会計・公営企業会計

※会計ごとに万円単位に端数調整しています。第2次那珂川町総合振興計画第2次那珂川町総合振興計画等等

会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。
第
二
は
総
務
費
で
、
庁

舎
整
備
事
業
費
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
運
行
な
ど
公
共
交
通
確
保
対
策

事
業
費
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
の
ほ
か
、
ま

ち
づ
く
り
費
な
ど
が
主
な
も
の
で

す
。
第
三
は
教
育
費
で
、
各
小
中

学
校
の
施
設
管
理
及
び
施
設
整
備

の
ほ
か
、
文
化
振
興
や
社
会
体
育

の
振
興
に
要
し
た
経
費
で
す
。
第

四
は
公
債
費
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
概
要
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○
健
全
化
判
断
比
率
と
は
?

　

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方

公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的

に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全
化
や

再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
、
4
つ
の
財
政
指

標
を「
健
全
化
判
断
比
率
」と
し
て

定
め
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
前
年

度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し

ま
す
。

平
成　

年
度　

那
珂
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す

27

○
那
珂
川
町
の
状
況
は
?

　

平
成　

年
度
決
算
に
基
づ
き
算

27

定
さ
れ
た
那
珂
川
町
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、

表
の
と
お
り
す
べ
て
国
の
基
準
値

以
下
と
な
る
と
と
も
に
、
前
年
度

数
値
を
下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
健
全
化
法
上
は「
健
全
」と
判

断
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
税
収
入
が

少
な
く
、
地
方
交
付
税
へ
の
依
存

度
が
高
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
な
く
、
継
続
的
な
行

財
政
改
革
の
推
進
を
図
り
、
健
全

財
政
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

健 全 化 判 断 比 率
財政再生
基　準

早期健全化
基　準那珂川町指標

20.00％14.39％－実 質 赤 字 比 率

30.00％19.39％－連結実質赤字比率

35.0％25.0％8.4％実質公債費比率

350.0％－将 来 負 担 比 率

※実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担比率がないため、「－（該
当なし）」で表示しています。

※資金不足比率がない会計は「－（該当なし）」で表示しています。

資 金 不 足 比 率
経営健全化基準那珂川町特　別　会　計　等

20.00％

－
－
－
－

水道事業会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
簡易水道事業特別会計

目的別

性質別

歳 出

民生費
21億1,362万円
（22.5%）

総務費
20億4,640万円
（21.9%）

教育費
11億109万円
（11.7%）

公債費
10億2,709万円
（11.0%）

土木費
8億7,528万円
（9.3%）

消防費
6億7,708万円
（7.2%）

衛生費
6億4,268万円
（6.9%）

農林水産業費
4億1,302万円
（4.4%）

商工費
3億6,451万円
（3.9%）

議会費
1億844万円
（1.2%）

災害復旧費
389万円
（0%）

歳出決算額
93億7,310万円

人件費
16億2,183万円
（17.3％）

補助費等
14億7,476万円
（15.7％）

繰出金
14億565万円
（15.0％）物件費

11億2,277万円
（12.0％）

公債費
10億2,708万円
（11.0％）

普通建設費
9億6,870万円
（10.3％）

扶助費
7億8,214万円
（8.4％）

積立金
7億6,156万円
（8.1％）

貸付金
1億4,312万円
（1.5％）

維持補修費
6,160万円
（0.7％）

災害復旧費
389万円
（0％）

歳出決算額
93億7,310万円



（17,470人　平成28年3月31日現在)

町
民
一
人
当
り
の
費
用

1．総　　務　　費

2．民　　生　　費

3．衛　　生　　費

ケーブルテレビ事業
特別会計繰出金
3億9,085万円

　ケーブルテレビ施設の適正な維持管理
や、情報通信サービスの充実・提供のた
め、特別会計に繰出金を支出しました。

公共交通確保対策事業
3,041万円

　住民の交通の利便と生活福祉の向上
を図るため、デマンドタクシー「なか
ちゃん号」及びコミュニティバス「馬頭
烏山線」を運行しました。

庁舎整備事業
1億1,351万円

1億1,191万円

　新庁舎建設のための設計業務を委託
し、建設工事(H27～H28)に着手しま
した。

合併10周年記念事業
386万円

　那珂川町誕生10周年を記念して、記
念式典や記念事業を実施しました。

まちづくり費

　総合的なまちづくりの指針として、第2
次那珂川町総合振興計画を策定しました。
また、地域おこし協力隊を4名に増員し、
地域の活動に積極的に取り組んだほか、
なかがわ元気フェスタへの支援や、ふるさ
と納税のお返しの品の充実を図りました。

障害者福祉費
3億8,621万円

　障害者の自立更正を推進するため、
障害者福祉サービス事業や医療費助
成、見舞金の給付、補装具の給付等を
実施しました。

20,865円20,865円20,865円 23,642円23,642円23,642円 36,787円36,787円36,787円 120,986円120,986円120,986円

保育園費
3億4,222万円

　4つの保育園を運営し、就学前の子
どもの保育、子育て支援をサポートし
ました。

国民健康保険特別会計繰出金
1億5,207万円

後期高齢者医療広域連合負担金
2億4,947万円

介護保険特別会計繰出金
2億4,528万円

　国民健康保険特別会計へ、保険基盤
安定費、出産一時金、財政安定化支援事
業費等を繰出金として支出しました。

　介護保険特別会計へ、介護給付費、
地域支援事業費及び事務費として繰出
金を支出しました。

　後期高齢者医療広域連合への医療
費負担金を支出しました。

健康増進事業
2,782万円

　町民の健康水準の向上を図るため、健康づ
くり及び疾病予防対策事業を実施しました。

予防接種費
4,282万円

　高齢者に対するインフルエンザ、肺炎球
菌予防接種のほか、小児肺炎球菌、日本脳
炎等の予防接種の対策を実施しました。

し尿処理費
5億4,384万円

　南那須地域広域行政事務組合衛生セン
ターのし尿処理負担金を支出しました。

ごみ処理費
1億9,908万円

　南那須地区広域行政事務組合衛生セン
ターのごみ処理負担金を支出したほか、適
正な廃棄物収集運搬業務を実施しました。

防犯、交通安全対策費
1,708万円

　犯罪、交通事故のない町を目指し、犯
罪防止啓発活動、交通安全教育の実施、
交通安全施設の整備等に努めました。

商　工　費 農林水産業費 衛　生　費 民　生　費 総　務　費 議　会　費

117,138円117,138円117,138円

536,525円536,525円536,525円 58,791円58,791円58,791円 223円223円223円 63,027円63,027円63,027円 50,102円50,102円50,102円

合　　計 公　債　費 災害復旧費 教　育　費 消　防　費 土　木　費

38,757円38,757円38,757円

平成27年度

合併10周年記念式典合併10周年記念式典合併10周年記念式典

個別栄養相談個別栄養相談個別栄養相談

6,207円6,207円6,207円

小砂地内農道

道の駅ばとう

サン・コーポラス馬頭

那珂川消防署

馬頭運動場

主な事業と
決算額
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4．農林水産業費

5．商　　工　　費

6．土　　木　　費

馬頭中学校施設整備費
5,516万円

　中学校内の環境整備工事を実施しました。

美術館管理運営費
3,086万円

　広重美術館において、特別展3回、
企画展4回を開催し、24,713人の来
館者がありました。

農業基盤整備促進事業
8,232万円

　松野、富山、小砂地区の農道整備、小川、芳井、高
岡地区の用排水路工事に補助金を支出し、農業生産
基盤の整備を図りました。

畜産振興事業
671万円

　JA那須南、酪農組合等と連携し、よ
り高品質な牛肉、生乳の生産を推進し
ました。

中山間地域等直接支払交付事業
3,115万円

　農地保全を目的に集落協定を結ん
だ集落へ、交付金を交付しました。

20,865円 23,642円 36,787円 120,986円

とちぎの元気な森づくり事業
2,247万円

　とちぎの元気な森づくり交付金を受け、里山の管
理、整備、補助金交付を実施しました。

地籍調査推進事業
3,920万円

　土地の実態を正確に把握するため、馬頭地
区、大内地区の地籍調査事業を実施しました。

町道改良舗装事業（繰越事業含む）
1億5,595万円

　都新道線をはじめ8路線を、生活基盤の充
実、安全で安心して利用できる車道、歩道とし
て整備しました。

町営住宅等管理費
1億2,492万円

　サン・コーポラス馬頭の大規模改修を
はじめ、町営・町有住宅の維持管理を行
い、良好な居住環境の整備に努めました。

9．災 害 復 旧 費
農林水産施設災害復旧費

389万円
　局地的に発生した集中豪雨により
被害を受けた農地の24カ所で、町単
災害復旧事業を実施しました。

地方道路交付金事業（繰越事業含む）
1億7,746万円

　国からの交付金を利用して、町道76号線と、町
道和見立野線の改良舗装事業を実施しました。

企業誘致推進費
6,996万円

　企業立地の促進、雇用の創出を図るた
め、16事業所に対して奨励金を交付しまし
た。

観光費
7,598万円

　観光センター、ふるさとの森公園など、観
光施設の運営管理を行い、交流人口の増加
を図りました。

7．消　　防　　費

8．教　　育　　費

消防管理運営費
5,121万円

　町民の安全と財産を守る
ため、消防、防災活動の充実
に努めました。

消防施設整備事業費
1,370万円

　防火水槽を2基設置しまし
た。

学校給食センター管理運営費
1億4,578万円

　小学校4校、中学校2校の児童・
生徒の心身の健全発育のため、栄
養のバランスに配慮した給食を提
供しました。

体育施設維持管理費（繰越事業含む）
1億3,022万円

　馬頭運動場、小川運動場の整備のほか、体育
施設の維持管理を実施しました。

消防庁舎整備事業負担金
2億8,619万円

　那珂川消防署を整備する
ため、事業費を負担しまし
た。

117,138円

536,525円 58,791円 223円 63,027円 50,102円38,757円

合併10周年記念式典

個別栄養相談

6,207円

小砂地内農道小砂地内農道小砂地内農道

道の駅ばとう道の駅ばとう道の駅ばとう

サン・コーポラス馬頭サン・コーポラス馬頭サン・コーポラス馬頭

那珂川消防署那珂川消防署那珂川消防署

馬頭運動場馬頭運動場馬頭運動場
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平
成　

年
4
月
に
町
立
認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
し
ま
す

29

　

町
で
は
、子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、現
在
の
幼
稚
園
2
カ
所
、保
育
園
4
カ
所
を
閉
園
し
、平
成　

年
4
月
か
ら
新
た
に
認
定
こ
ど
も
園
3
カ
所
を
開
園
し
ま
す
。

29

　

こ
れ
ま
で
、
幼
稚
園
は
幼
児
教
育
を
行
う

施
設
、
保
育
園
は
保
育
を
行
う
施
設
と
し
て

区
別
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
認
定
こ
ど
も
園

は
、
既
存
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か

し
な
が
ら
、
そ
の
両
方
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
新
た
な
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
認
定
こ
ど
も
園
に
通
っ

て
な
い
家
庭
に
対
し
て
も
、
子
育
て
相
談
や

親
子
の
集
い
の
場
の
提
供
な
ど
、
子
育
て
支

援
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
と
は
…

認
定
こ
ど
も
園
の
名
称
と
場
所

○
な
か
の
こ
認
定
こ
ど
も
園

　

那
珂
川
町
馬
頭
5
2−

1

（
現
馬
頭
中
央
保
育
園
）

○
ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園

　

那
珂
川
町
和
見
8
2−

1
（
現
ひ
ば
り
幼
稚
園
）

○
わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園

　

那
珂
川
町
小
川
8
6
9

（
現
わ
か
あ
ゆ
保
育
園
）

入
園
で
き
る
子
ど
も（
支
給
認
定
区
分
）

○
3
〜
5
歳（
1
号
認
定
）

制
限
な
し

○
3
〜
5
歳（
2
号
認
定
）

保
護
者
の
就
労
、
傷
病
、
家
族
の
介
護
等

に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
子
ど
も

○
0
〜
2
歳（
3
号
認
定
）

保
護
者
の
就
労
、
傷
病
、
家
族
の
介
護
等

に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
子
ど
も

利
用
で
き
る
時
間

　

支
給
認
定
区
分
に
よ
り
利
用
で
き
る
時
間

が
異
な
り
ま
す
。

○
1
号
認
定
の
子
ど
も

月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

午
前
8
時　

分
〜
午
後
2
時　

分
（
夏
休

30

30

み
等
の
長
期
休
業
有
り
）

※
午
前
7
時　

分
〜
8
時　

分
、
午
後
2

30

30

時　

分
〜
4
時　

分
の
時
間
帯
、
及
び

30

00

土
曜
日
・
長
期
休
業
に
は
預
か
り
保
育

（
有
料
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
1
号
認
定
を
除
く
子
ど
も

月
〜
土
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
7
時　

分
〜
午
後
7
時（
土
曜
日
は

30

午
後
6
時
）の
う
ち
、
保
育
必
要
量
の
認

定
を
受
け
た
時
間（
8
時
間
ま
た
は　

時
11

間
）

※
保
育
必
要
量
を
超
え
る
場
合
は
、
延
長
保

育（
有
料
）が
利
用
で
き
ま
す
。

◎
支
給
認
定
区
分
、
保
育
必
要
量
に
つ
い
て

は
、
次
頁
の
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

給
食
に
つ
い
て

　

完
全
給
食
と
し
、
全
て
の
入
園
児
に
主
食

と
副
食
を
提
供
し
ま
す
。
な
お
、
1
号
認
定

の
子
ど
も
は
、
給
食
費
を
保
育
料
と
は
別
に

徴
収
し
ま
す
。

0～2歳児3～5歳児時間 3号認定2号認定1号認定

登園
自由遊び

登園
自由遊び

預かり保育（有料）7：30

8：30
登園

9：00

保育活動
（年齢別クラス活動）

教育活動（認定区分に関わらず、年齢別に一緒のクラ
スで活動）

昼食、帰りの会

11：30
昼食

12：30
午睡

13：00
午睡

自由遊び
降園

14：30

預かり保育（有料）15：00
おやつ
自由遊び
降園

おやつ
自由遊び
降園

16：00

19：00

認定こども園の1日
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わかあゆ認定こども園ひばり認定こども園なかのこ認定こども園施 設
那珂川町小川869那珂川町和見82-1那珂川町馬頭52-1所 在 地

200名160名120名定 員
満　ヶ月から小学校就学前の子ども6入 園 対 象
月～金曜日（祝日、12／29～　／　除く）　午前　時30分～午後　時1 3 7 7
土曜日（祝日、12／29～　／　除く）　午前　時30分～午後　時1 3 7 6
※　号認定の子どもは、土曜日及び夏休み等の長期休業期間が閉園となります。1

開 園 日 及 び
開 園 時 間

保護者の町民税課税状況により決定します。
※　号認定の子どもに係る経過措置（上限8,000円）は、平成28年度で終了します。1保 育 料

完全給食（主食、副食ともに提供します。）
※　号認定の子どもは、保育料とは別に給食費を徴収します。1給 食

徴収なし（全ての入園児について、町が負担します。）教 材 費
「支給認定申請書（入園申込書）」、添付書類（　・　号認定のみ）2 3
※子育て支援課、総合窓口課、町立幼稚園・保育園で配布します。提 出 書 類

平成28年10月11日（火）から11月11日（金）まで　※必着募 集 期 間
子育て支援課子育て支援係　緯0287-92-1115
総合窓口課福祉係　緯0287-96-2111申し込み・問い合わせ

※現在、町立幼稚園・保育園に入園している子どもについても、申し込みが必要です。
※　園どちらでも希望可能ですが、申し込みの状況により、希望する認定こども園に入園3
できない場合があります。
※平成29年度の途中に入園を希望する場合も申し込んでください。
※募集期間後の申し込みについては、定員に余裕がある場合のみ入園を許可します。

そ の 他

町立認定こども園　平成29年度新規入園児募集
　次のとおり平成29年　月からの入園児を募集します。4

■支給認定区分について
　幼稚園・保育園・認定こども園などを利用する際には、教育・保育の必要性に応じた支給認定を受ける必要があ

ります。

対象となる子ども支給認定区分
満3歳以上の子ども1号認定
満3歳以上で、保護者の就労等により家庭で保育できない子ども2号認定
満3歳未満で、保護者の就労等により家庭で保育できない子ども3号認定

■保育必要量（2号認定・3号認定）
　保護者の就労時間等により、保育園・認定こども園等を利用できる時間が区分されます。

施設利用時間区分
11時間（就労時間120時間／月以上、出産、傷病、家族の介護等）保育標準時間
　時間（就労時間64～120時間／月、育児休業、求職活動等）8保育短時間

■町外の幼稚園・保育園・認定こども園等の利用を希望する場合
　就労の都合等により、町外の幼稚園・保育園・認定こども園等を利用したい場合は、子育て支援課までご相談く

ださい。

問い合わせ：子育て支援課　緯0287-92-1115
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栃
木
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
知
事
選
挙

告
示
日　

平
成　

年　

月
3
日（
木
）

28

11

投
票
日　

平
成　

年　

月　

日（
日
）

28

11

20

午
前
7
時
～
午
後
7
時

期
日
前
投
票

●
期
間

　

月
4
日（
金
）～　

日（
土
）

11

19

●
時
間

午
前
8
時　

分
～
午
後
8
時

30

●
場
所　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
馬
頭
期
日
前
投
票
所
）

小
川
公
民
館

（
小
川
期
日
前
投
票
所
）

※
6
月　

日
以
降
の
国
政
選
挙
か
ら
、
選
挙

19

権
年
齢
が　

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

18

し
た
。

※
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
で
投
票
で

き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

宣
誓
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
病
院
や
施
設
に
入
院
入
所
中
の
方
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
り
込
み
の
ほ
か
、

役
場
等
公
共
施
設
窓
口
に
備
え
お
き
ま
す
。

投
票
終
了
時
間
が

変
わ
り
ま
す

　

今
回
の
栃
木
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、

投
票
日
当
日
の
投
票
終
了
時
間
が
1
時
間

繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後
7
時
ま
で
に
変
わ

り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
日

当
日
、
仕
事
、
旅
行
、
外
出
な
ど
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、　

月
4
日（
金
）か
ら

11

　

日（
土
）ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

19の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
知
事
選
挙
に
お
け
る

転
入
者
の
投
票
に
つ
い
て

　

栃
木
県
知
事
選
挙
は
、
来
る　

月　

日
に

11

20

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
本
年
8
月
以
降
に

那
珂
川
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

1　

本
年
8
月
2
日
以
前
に
那
珂
川
町

に
転
入
さ
れ
た
方

　

那
珂
川
町
に
お
い
て
、
栃
木
県
知
事
選
挙

の
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2　

本
年
8
月
3
日
以
降
に
那
珂
川
町

に
転
入
さ
れ
た
方

⑴
県
内
の
市
町
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

　

一
般
的
に
、
前
住
所
地
に
お
い
て
栃
木
県

知
事
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
を
す
る
際
に
は
、「
引
き
続
き
栃
木
県

の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
※
」
を

投
票
所
の
受
付
で
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

⑵
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

　

栃
木
県
知
事
選
挙
に
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

明るい選挙イメージキャラクター　めいすいくん

対
象
投
票
所

　

町
内
の
す
べ
て
の
投
票
所

午
前
7
時
～

午
後
7
時まで

投
票
時
間

・
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
の
窓
口
で

発
行（
無
料
）し
ま
す
の
で
、
こ
の
証
明
書

を
前
住
所
地
の
投
票
所
の
受
付
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

・
前
住
所
地
で
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票

を
行
う
場
合
や
投
票
用
紙
等
の
請
求
の
手

続
き
を
す
る
場
合
に
も
こ
の
証
明
書
が
必

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1

※「
引
き
続
き
栃
木
県
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
証
明
書
」に
つ
い
て
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馬
頭
高
等
学
校
選
挙
啓
発
講
座

　

9
月　

日
馬
頭
高
等
学
校
体
育
館
で
、
3

21

年
生
を
対
象
に
選
挙
啓
発
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
「
満　

歳
以
上
」

18

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
選
挙
制
度

等
へ
の
理
解
を
深
め
、
選
挙
の
大
切
さ
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
選
挙
へ
の
参
加
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
県
選
挙
管
理
委
員

会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

講
座
で
は
、
県
と
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

担
当
者
か
ら
、　

歳
選
挙
権
や
選
挙
の
仕
組

18

み
等
の
講
義
が
行
わ
れ
、
講
義
の
あ
と
は
、

模
擬
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
架
空
の
候
補
者
の
演
説
を

聴
き
、
各
候
補
者
の
ど
の
主
張
に
共
感
し
、

誰
を
応
援
し
た
い
か
考
え
、
実
際
に
使
用
す

る
投
票
箱
に
投
票
を
し
ま
し
た
。

　

投
票
後
は
、
各
ク
ラ
ス
の
選
挙
管
理
委
員

が
開
票
を
行
い
、
投
票
用
紙
の
記
載
内
容
を

確
認
し
た
り
、
枚
数
を
計
算
し
た
り
、
投
票

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
開
票
作
業
も
体
験
し

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
本
番
前
に
模
擬
選
挙
と

い
う
形
で
、
選
挙
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。　

歳
を
迎
え
て
選
挙
を
す
る

18

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
今
日
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
や
り
た
い
」
な
ど
と
話

し
ま
し
た
。

　
　

月
に
行
わ
れ
る
栃
木
県
知
事
選
挙
は
、

11
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
4
か
月
が
過

ぎ
、
選
挙
権
を
得
る
生
徒
も
増
え
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
講
座
で
体
験
し
た
こ
と
を
ぜ

ひ
県
知
事
選
挙
で
生
か
し
、
み
な
さ
ん
が

持
っ
て
い
る
大
切
な
1
票
を
政
治
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

町
政（
ま
ち
づ
く
り
）懇
談
会

　

町
政（
ま
ち
づ
く
り
）懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

行政区名会　　場時間曜日開催日

小砂小砂コミュニティセンター

午
後
7
時
～
午
後
9
時

木10月13日

大山田下郷、大山田上郷大山田体育館月10月17日

小川第　区、小川第　区、小川第　区、1 2 3
小川第　区、小川第　区4 5

小川総合福祉センター
すこやか共生館火10月25日

小川第　区、小川第　区、小川第　区6 7 8小川南体育館木10月27日

小川第　区、小川第10区、小川第11区9小川中学校ランチルーム月10月31日

小川第12区、小川第13区、小川第14区旧薬利小学校ランチルーム水11月 2日

寄
贈【
９
月　

日
受
付
分
ま
で
】

２０

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書
「
小
説　

秒
速
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」

他
3
冊　

匿
名

○
地
域
振
興
基
金
へ

1
万
円　

鈴
木　

康
広
様（
千
葉
県
船
橋
市
）

1
万
円　

武
田　

康
弘
様（
大
阪
府
茨
木
市
）

2
万
円　

青
島　

秀
武
様（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

2
万
円　

正
木　

誠
治
様（
埼
玉
県
三
郷
市
）

○
福
祉
基
金
へ

5
万
円　

田
代　

金
男
様（
東
京
都
足
立
区
）

※
7
月
受
付
分

5
万
円　

薄
井　

義
行
様
（
宇
都
宮
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

2
万
円　

益
子　

和
弘
様（
健
武
1
0
4
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

1
万
円　

匿
名
（
5
0
3
回
）

応援よろしくお願いします

投票は
10月24日（月）
午後6時まで
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子育て支援センター ☎0287－96－5223

問い合わせ：子育て支援課母子保健係　緯0287-92-1115

子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援課課課課課課課課課課子育て支援課 母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健係係係係係係係係係係かかかかかかかかかかららららららららららののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららら母子保健係からのお知らせせせせせせせせせせせ

母子健康手帳交付カレンダー
　保健師と面談をした後、妊婦さんへ母子健
康手帳をお渡ししています。下記のカレン
ダーの青色に染められた月日・時間に面談が
できます。電話で予約をしてください。
　詳しくは、母子保健係へお問い合わせくだ
さい。

土金木水火月日

22日21日20日19日18日10月17日午前

午後

29日28日27日26日25日24日23日

5日4日3日2日11月1日31日30日

12日11日10日9日8日7日6日

15日14日13日

10月
10月19日（水）10：30～
☆散歩に行こう☆

秋の自然の中でみんなと楽しくあそぼう。
持 ち 物　飲み物・おしぼり・おやつ・帽子
申し込み　10月14日（金）まで

11月

11月8日（火）～10日（木）10：30～
☆千歳あめ袋をつくろう☆

　お子さんの健やかな成長を祈念して、
千歳あめの袋を作りましょう。
申し込み　11月4日（金）まで

11月2日（水）10：30～
☆陶芸を楽しもう☆

　粘土の感触を楽しみましょう。
　何を作ろうかな?
講　　師　藤田　真一先生
申し込み　10月28日（金）まで　先着12組

　11月はベビーマッサージです。赤ちゃんは触ってもらうこ
とが大好き。マッサージを通して親子の絆を育みましょう。
日時：11月29日（火）　午前10時～11時30分
場所：健康管理センター
講師：浅川　まり子助産師　料金：オイル代100円

きらきらベビークラス

0歳から就学前までのお子様0歳から就学前までのお子様とと
ご家族の方が遊べる場ですご家族の方が遊べる場です。。
子育て中の仲間と遊んだり子育て中の仲間と遊んだり、、

おしゃべりしたり、楽しい時間おしゃべりしたり、楽しい時間をを
過ごしませんか過ごしませんか??

利用日時：月曜日〜金曜利用日時：月曜日〜金曜日日
9：00〜17：09：00〜17：000

～お知らせ～
　きらきらベビークラス終了後に、地域おこし協力隊によ
るママランチ（400円）を提供しています。ママ同士で情報
交換をしながら、産後の体を考えたランチはいかがですか。
※ランチは先着15組限定です。希望される場合は、申し込
み時にお伝えください。

10月26日（水）10：30～
☆親子料理教室☆

　お子さんと一緒に、料理を楽しみましょう。
講　　師　栄養士・食生活改善推進員
場　　所　すこやか共生館調理室
申し込み　10月21日（金）まで
　　　　　　歳以上　先着15組2

※事前の申し込みが必要です。
たくさんの方の参加をお待ちしております。

☆おおきくなったかな？☆
（身長・体重測定）
10月24日（月）～28日（金）
都合のいい時間に
来てください。

☆みんなであそぼう☆
（10：30～）

10月21日（金）2歳児!!
10月28日（金）3歳児!!
11月 4日（金）0歳児!!
11月11日（金）1歳児!!

マタニティクラス～ハローベビー～
　隔月開催のマタニティクラスの11月の内容は栄養相談です。
つわりがひどくて心配、どんな栄養をとったらいいの?など心
配ごとや疑問を相談できます。お気軽にご参加ください。
日時：11月4日（金）　午前10時～11時30分
場所：健康管理センター　講師：小室　綾江管理栄養士

あそびにきてね
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文

Vol.11

食べる地域おこし

【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に

【晩秋におすすめ食べる養生食材】
・「体を温めながら元気の源になる食材」
米、もち米、黒胡麻、くるみ、蜂蜜、鶏肉、エビ

・「呼吸器系や体内を潤してくれる食材」
蓮根、白胡麻、りんご、梨、豆腐

・「体全体の調子をととのえてくれる食材」
旬の露地野菜
※旬の露地野菜を献立の主菜にしましょう!

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

　首が座り、寝返りをし、お座り、はいはい、つかま
り立ちと、大体一年をかけて自分の足で歩くようにな
る赤ちゃんですが、成長するのは体だけではありませ
ん。体と共に成長していくのが「心」です。
　心の成長は、植物のようなもので、お母さんやお父
さんに抱いてもらって、あやしてもらって、お腹が満
たされ、安心で安全な中で初めて根を張ります。そう
して生まれた心の芽がすくすくと伸びて枝葉を広げて
いくには、愛されているという自分を肯定する感情が
必要です。

保健師コラム

●心をはぐくもう 　実は子どもにとって一番の「ほめる」は、お母さん
お父さんに「見てもらうこと」です。お母さんやお父
さんはちゃんと自分に関心を持ってくれているんだな、
とわかれば、子どもはお母さんやお父さんが笑顔を見
せてくれることをやって返してくれます。どうして
かって?それは、子どもはお母さんやお父さんが大好
きだから。大好きな人にほめられたい!多くの子ども
はそう思っていて、とても真面目に返してくれます。
お母さんやお父さんにできることは、ほめるところを
探すのではなく、子どもに関心を持って見守り、小さ
なことでも「それでいいよ」と伝えてあげること。大
げさな言葉はいりません、「あなたを見ているよ」とそ
れが一番のほめ言葉です。そうしてそれは、お母さん
やお父さんだけでなく、祖父母やきょうだい、保育園
や幼稚園、学校の先生、また子どもに関わる全ての人
にできることでもあります。

　　回に渡って連載したコラムは今回で最終回ですが、5
皆さんの子育てはこれからも続きます。悩んだり、立
ち止まったりした時にはどうか周りの人に相談をして
ください。いつか皆さんの子どもたちが親になった姿
に、かつての自分の子育て
を思い出す時がくる、それ
が親になることなのかもし
れません。

問い合わせ
子育て支援課
緯0287-92-1115

　子どもはほめて育てよう、と聞いたことはありませ
んか。
　成長するにつれ行動範囲が広がり、やれることも多
くなり、嬉しい反面、「こら!」「やめなさい!」と怒る
ことも多くなります。そんな時に耳に痛い言葉が「子
どもはほめて育てよう」。言うは易し行うは難しで、
「また今日も怒っちゃった…ごめんね」とがっくりくる
ことも。中には「褒めることをしてくれない」と思う
お母さんやお父さんもいるかもしれませんね。

●ほめて育てるのは難しい?

親になること⑤
　親になることをテーマにしたコラムも今回で最終回です。
　最後は親子の絆についてお話しします。

　あなたの「ほめる」のハードルはどのくらいの高さ
ですか?赤ちゃんの頃はそれこそ「寝返りした!」「一人
で立った!」とそれだけですごいとほめて笑っていたこ
とも、子どもが成長するにつれてだんだんに、「できて
当たり前」が増えていき、「見て!」と言われても「は
いはい、後でね」なんて言ってしまうことも。

●ほめるは「よく見ること」

　台風の季節が過ぎ朝晩の気温が下がり、秋の気配を
感じやすい時期になりました。みなさまいかがお過ご
しでしょうか。収穫の秋、自然界の動植物と同じよう
に私たちの心身も自然と調和しながら冬を迎える準備
にはいります。より健やかに日々を過ごせるよう、今
月は立冬に向かい寒気が増し乾燥していく晩秋「 涼 

りょう

 燥 」
そう

の養生をご紹介します。「涼燥」の時期は、寒さと乾燥
に強い身体作りがポイントです、秋の澄んだ空気と天
高く晴れわたった空
のもと、楽しみなが
ら養生をして収穫の
秋を満喫しましょう。
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長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
を
敬
い
、
今
年
も
各
地
区
に
お
い
て
、

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
区
長
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
や
、
地
域
の
方
々
、
中
学
生
の
協
力
に
よ
り
、
町
内

　

会
場
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
3
施
設
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
招
待
者
の

18た
め
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
招
待
者
の
皆
さ
ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

今
年　

歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
3
、2
9
1
人
で
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
1
0
0
歳
以
上
の
方
は
、
9
月

75

1
日
現
在
で　

人
、
最
高
年
齢
は
1
0
3
歳
の
方
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
健
や
か
に

12

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

敬
老
敬
老
敬
老

祝祝

健武地区

新町地区

北向田地区

小川地区
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日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
生
命
農
学

科
の
大
澤
教
授
と
学
生
、
O
G
9
名
が
、

9
月
5
日
か
ら
7
日
の
2
泊
3
日
の
日
程

で
町
内
を
訪
れ
、
農
家
民
泊
を
し
な
が
ら
、

ゼ
ミ
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

9
月
6
日
に
は
、
小
砂
地
区
棚
田
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
朝
か
ら
日
差
し
が
強
く
、
暑
い

中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
た

ち
は
、
農
家
民
泊
の
ご
飯
が
お
い
し
か
っ

た
こ
と
や
、
星
を
見
に
行
っ
た
こ
と
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
話
し
な
が
ら
、
丁

寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は「
大
学
生
か
ら
見
た
小
砂

地
区
の
魅
力
」を
調
査
研
究
の
テ
ー
マ
と

し
、
地
域
を
見
て
ま
わ
り
、
住
民
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
し
な
が
ら
、
調
査
を
進
め

ま
し
た
。

日
本
大
学

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
ペ
ン
キ
塗
り

　

第
3
回
那
珂
川
苑
＆
那
珂
川
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
、
9
月　

日
、

11

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
馬
頭
手
づ
く
り
ハ
ム
や
地
元

小
口
行
政
区
に
よ
る
焼
き
鳥
な
ど
の
試

食
・
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
じ
さ
い

ホ
ー
ル
で
は
、
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

の
演
奏
で
幕
が
開
き
、
那
珂
川
苑
と
那
珂

川
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
の
P
R
や
、「
ま
ほ
ろ
ば

が
た
り
」な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
気
の
雷
様
剣
士
ダ
イ
ジ
が
登
場
す

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
テ
ー
ジ
に
く
ぎ

づ
け
に
な
り
、
わ
か
あ
ゆ
保
育
園
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
にfurifuri

ダ
ン
ス
を
踊

り
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
終
了

後
に
は
、「
雷
様
剣
士
ダ
イ
ジ
」
と
の
記
念

撮
影
会
が
行
わ
れ
、
憧
れ
の
ヒ
ー
ロ
ー
と

一
緒
に
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

建
築
家
・
隈
研
吾
氏
お
め
で
と
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
新
国
立
競
技
場
設
計
採
択
記

念
」広
重
朗
読
座
紺
野
美
沙
子
朗
読
会
が
、

9
月　

日
馬
頭
広
重
美
術
館
広
重
街
道
で

17

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
と
な
る
朗
読

会
は「
詩
人
・
茨
木
の
り
子
の
世
界
～
心
に

し
み
る
昭
和
の
名
曲
と
と
も
に
～
」と
題

し
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
合
わ
せ
茨
木
の
り

子
さ
ん
の
詩
を
紺
野
美
沙
子
さ
ん
が
朗
読

し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
方
々
か
ら
の

「
昭
和
の
思
い
出
の
曲
」の
リ
ク
エ
ス
ト
と

一
緒
に
寄
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も

に
、「
秋
桜
」「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」な
ど

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
方
は
、
紺
野
美
沙
子
さ

ん
の
朗
読
に
心
洗
わ
れ
、
昭
和
の
思
い
出

が
よ
み
が
え
っ
た
一
夜
に
な
り
ま
し
た
。

広
重
朗
読
座

紺
野
美
沙
子
朗
読
会

　

9
月　

日
、
那
珂
川
署
と
那
須
烏
山
署

22

合
同
の
交
通
事
故
抑
止
軽
ト
ラ
ッ
ク
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
J
A
な
す
南

本
所
前
で
出
発
式
を
行
っ
た
後
、
各
署
管

内
を
そ
れ
ぞ
れ
パ
ト
カ
ー
・
軽
ト
ラ
ッ
ク

　

台
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

11
　

出
発
式
で
は
、
主
催
者
の
平
野
那
珂
川

警
察
署
長
が
、「　

日
か
ら　

日
ま
で
秋
の

21

30

交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
始
ま
っ

た
が
、
い
つ
ど
こ
で
誰
が
遭
う
か
わ
か
ら

な
い
の
が
交
通
事
故
、
特
に
暗
く
な
っ
て

か
ら
の
事
故
に
気
を
つ
け
て
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
途
中
、
広
報
啓
発
活
動
と

し
て
、「
事
故
に
遭
う
米（
ま
い
）事
故
を

起
こ
す
米
（
ま
い
）」
と
新
米
と
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
交
通
事
故
防
止
を
町
民
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
抑
止

軽
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド

那
珂
川
苑
＆
那
珂
川
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

ふ
れ
あ
い
祭
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図書館コーナー図書館コーナー図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書小川図書館館 馬頭図書馬頭図書館館

土金木水火月日
22212019181716
29282726252423
543211/13130
1211109876
19181716151413

馬頭図書館 10月16日～11月19日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時 5

☎0287-92-5015

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

小川図書館 10月16日～11月19日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時5

☎0287-96-2335

土金木水火月日
22212019181716
29282726252423
543211/13130
1211109876
19181716151413

こどもとしょかんまつり
～おはなしキャラバンがやってくる～
・11月19日（土）　午後1時～4時
・場所　小川図書館
　ジュニアボランティアズクラブの室内レクリエー
ション・たからさがし
　講談社「全国訪問おはなし隊」キャラバンカー見学・
おはなし会

小川おはなし会
・11月5日（土）　午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、ペットボトルキャップで「スタン
プ」を作ります。

JVCのおはなし会
・10月29日（土）　午後2時～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、牛乳パックで「ハロウィンバッグ」
を作ります。

読書会
・11月9日（水）　午後1時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・テキスト　「日本語で一番大事なもの」　大野　晋・
丸谷　才一／対談
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

婦人ボランティアのおはなし会
・11月12日（土）　午後2時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。
　おはなしの後は、「クリスマス飾り」を作ります。

高校生ボランティアのおはなし会
・10月16日（日）　午後2時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、テープ芯で「おきあがりこぼし」を
作ります。

たのしい絵本と紙しばいの会
・10月20日（木）　午前10時30分～
・場所　ばとうホースランド（小口1733）
※雨天時は馬頭図書館2階視聴覚室で行います。
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

全国秋の読書週間
　10月27日（木）～11月9日（水）まで全国秋の
読書週間です。
・ブックリサイクルを行います。（持ち帰りバッグを
ご持参ください。）

※15日（火）～20日（日）まで蔵書点検のため休館になります。
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那珂川町
図書館

一
般
書

『
世
界
が
称
賛
す
る
日
本
人
が
知
ら

な
い
日
本
』

　

日
本
に
は
世
界
で
称
賛

さ
れ
て
い
る
文
化
と
歴
史

が
あ
る
。そ
れ
が「
根
っ
こ
」

と
し
て
日
本
人
を
支
え
て

い
る
。日
本
の
歴
史
伝
統
と

そ
れ
を
築
き
、発
展
さ
せ
て

き
た
先
人
た
ち
の
生
き
様

を
紹
介
す
る
。

◇
『
ボ
ク
の
妻
と
結
婚
し
て
く
だ
さ
い
。』

樋
口　

卓
治
／
著

◇
『
何
様
』

朝
井　

リ
ョ
ウ
／
著

◇
『　

歳
の
言
い
わ
け
』

40

斉
木　

香
津
／
著

◇
『
ス
ロ
ー
バ
ラ
ー
ド
』

小
路　

幸
也
／
著

◇
『
万
能
鑑
定
士
Q
の
最
終
巻　

ム
ン
ク
の〈
叫
び
〉』

松
岡　

圭
祐
／
著

◇
『
美
し
い
日
本
の
廃
墟
』

マ
ツ
モ
ト　

ケ
イ
イ
チ
ロ
ウ
／
写
真

◇
『
日
本
人
の
肖
像
』

葉
室　

麟
／
著

◇
『
避
け
た
い
お
や
つ
・
食
べ
さ
せ
た
い
お
や
つ
』

天
笠　

啓
祐
／
著

◇
『
高
校
生
か
ら
の
法
学
入
門
』中

央
大
学
法
学
部
／
編

◇
『
民
泊
ビ
ジ
ネ
ス
』

牧
野　

知
弘
／
著

◇
『
強
く
、
潔
く
。』

吉
田　

沙
保
里
／
著

◇
『
ブ
ラ
タ
モ
リ　

1
』

N
H
K
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
制
作
班
／
監
修

◇
『
侍
の
本
分
』

佐
藤　

雅
美
／
著

◇
『
江
戸
を
造
っ
た
男
』

伊
東　

潤
／
著

◇
『
励
み
場
』

青
山　

文
平
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

高
度
成
長
時
代
の
波
に
煽
ら
れ
て
故
里
離
れ
行
き
し
三
人
子

小　

川　
　

古
澤　
　

實

終
電
へ
別
れ
近
づ
く
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ど
ん
で
ん
返
し
の
画
面
に
見
入
る

三　

輪　
　

石
沢
千
代
子

美
し
く
秋
の
七
草
咲
き
乱
れ
し
野
原
は
幻
手
入
れ
の
絶
え
て

盛　

泉　
　

岡　

イ
チ
エ

金
メ
ダ
ル
か
か
げ
て
五
人
の
体
操
の
選
手
ら
高
ら
に
「
君
が
代
」
歌
ふ

馬　

頭　
　

佐
藤　

節
子

秋
立
ち
て
も
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
の
雲
隆
々
と
力
を
見
せ
て
夏
を
離
れ
ず

和　

見　
　

藤
田　

和
夫

短　

歌

任
せ
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
す
る
若
手 

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

見
か
け
良
く
や
さ
し
い
妻
に
感
謝
す
る 

馬　

頭　
　

阿
久
津
紀
子

長
雨
に
稲
も
頭
を
さ
ら
に
垂
れ 

馬　

頭　
　

稲
沢　

誠
一

朝
食
に
パ
ン
を
食
べ
て
る
米
農
家 

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

留
守
電
に
な
れ
ぬ
敬
語
で
恥
を
掻
き 

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

豊
か
さ
は
捨
て
る
ほ
ど
あ
る
米
余
り 

小　

砂　
　

松
岡
ヒ
ロ
シ

川　

柳

秋
め
く
や
身
を
折
り
て
聴
く
風
の
こ
ゑ 

小　

川　
　

佐
藤　

栄
子

走
馬
灯
忍
者
の
ご
と
く
佇
み
て 

久
那
瀬　
　

堀
江　

直
子

久
方
に
踊
り
子
と
な
る
一
夜
か
な 

小　

川　
　

金
井　

和
子

海
猫
の
飛
び
交
ふ
船
の
風
涼
し 

矢　

又　
　

大
金　

祐
子

木
犀
の
か
ほ
り
流
る
る
日
暮
か
な 

馬　

頭　
　

長
山
紀
美
子

下
駄
履
き
の
脛
を
あ
ら
は
に
水
打
て
り 

矢　

又　
　

菊
池　

君
子

俳　

句

◇
『
す
て
き
な
ス
テ
ッ
キ
』

深
見　

春
夫
／
著

◇
『
お
つ
き
み
』

あ
ま
ん　

き
み
こ
／
著

◇
『
夜
空
を
み
あ
げ
よ
う
』

松
村　

由
利
子
／
著

◇
『
ま
い
に
ち
イ
キ
イ
キ
ね
む
り
の
ふ
し
ぎ
』

木
村　

倫
子
／
著

◇
『
お
た
か
ら
パ
ン
』

真
珠　

ま
り
こ
／
著

◇
『「
パ
パ
」
は
ど
う
し
て
パ
パ
な
の
？
』

す
ず
き　

え
い
け
い
／
著

◇
『
に
ょ
き
に
ょ
き
パ
ッ
チ
ン
つ
め
の
ひ
み
つ
』

中
山　

成
子
／
著

◇
『
ひ
つ
じ
の
シ
ョ
ー
ン　

お
も
い
で
の
木
』

ア
ー
ド
マ
ン　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ズ
／
原
作

◇
『
ぼ
く
ら
の
無
人
島
戦
争
』

宗
田　

理
／
著

◇
『
ほ
っ
ぺ
ち
ゃ
ん　

妖
精
ち
ゃ
ん
と
時
計
の
旅
』

名
取　

な
ず
な
／
著

◇
『
ア
ナ
と
雪
の
女
王　

6
』

エ
リ
カ
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
／
著

◇
『
君
の
名
は
。』

新
海　

誠
／
著

◇
『
世
界
の
国
旗
図
鑑
』

苅
安　

望
／
著

児
童
書

　

刀
の
精
霊
に
よ
り
江
戸

幕
府
が
で
き
る
少
し
前
の

日
本
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
二
人
。
徳
川
家
康
と

知
り
合
い
、
平
和
な
時
代

へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く

日
本
を
旅
す
る
サ
バ
イ
バ

ル
歴
史
漫
画
。

『
江
戸
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル
』

伊
勢　

雅
臣
／
著

河
合　

敦
／
監
修
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第35回ゆりがねマラソン大会参加者募集
日　時　12月18日（日）　荒天中止

午前　時15分受付8
午前　時40分順次スタート9

コース　馬頭小学校を発着点とした健武地区周回コー
ス

種　目　　.　㎞コース ①親子ペア（小学生　年以下）25 4
②小学生（　・　年）男子5 6
③小学生（　・　年）女子5 6

　.　㎞コース ④中学生男子　　　　　　　40
⑤中学生女子
⑥一般男女（ジョギングコース）

　.　㎞コース ⑦中学生男子　　　　　　　55
⑧一般男子（高校生以上）
⑨一般女子（高校生以上）

10㎞コース ⑩一般男子（高校生以上）　　
⑪一般女子（高校生以上）

表　　彰　各種目の上位入賞者には賞状・メダルのほ
か素敵な賞品が贈られます。（⑥一般男女
（ジョギングコース）は除く）

参 加 費　親子ペア…2,500円
（子が一人増につき500円加算）
一般…2,500円　高校生…1,500円
中学生・小学生…1,000円

申込方法　町公共施設にある所定の申込用紙に必要事
項を記入し、参加料を添えて郵便振込にて
申し込みするか、生涯学習課へ持参してく
ださい。

申込締切
11月11日（金）必着
申し込み・問い合わせ
生涯学習課（小川庁舎2階）
緯0287-96-2116

ゲストランナー　大南博美選手・大南敬美選手
マラソン終了後に大南姉妹の特別教室を開催予定
～大南博美選手の主な大会記録～
2002年釜山アジア競技大会マラソン　第　位3
2004年ベルリンマラソン　第　位2
2006年ドーハアジア競技大会10000m　第　位3
2006年マイアミマラソン　優勝
2007年ロッテルダムマラソン　優勝

～大南敬美選手の主な大会記録～
2002年ロッテルダムマラソン　優勝
2003年名古屋国際女子マラソン　優勝
2006年名古屋ハーフマラソン　優勝
世界選手権女子マラソン　大会連続日本代表2
2001年エドモントン・2003年パリ

大南博美選手

大南敬美選手

第　

回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業

43
　

7
月　

日
か
ら
8
月　

日
ま
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
、

31

17

第　

回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
（
派
遣
）
が
行
わ
れ
、

43
那
珂
川
町
か
ら
佐
藤
優
輝
さ
ん
（
大
山
田
下
郷
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
主
催
で
、
日
独
両
国
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
優
れ
た
青
少
年
と
指

導
者
の
相
互
交
流
に
よ
り
友
好
と
親
善
を
深
め
、
国
際
能
力
を
高
め
る

と
共
に
、
両
国
の
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
、
栃
木
県
か
ら
は
佐
藤
さ
ん
を
含
め
て
2
名
、
全
国
か
ら

団
員
・
指
導
者
等　

名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

80

　

佐
藤
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、

指
導
者
を
含
め
て
6
名
で
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
近
郊
に
お
い
て

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
佐
藤
さ

ん
は
「
私
は
こ
の
交
流
に
お
い

て
、
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
制
度

や
学
校
の
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

に
行
っ
て
ド
イ
ツ
の
方
だ
け
で

な
く
、
一
緒
に
行
っ
た
日
本
団

の
仲
間
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
今

後
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
の
活

動
に
生
か
し
、
こ
の
交
流
の
素

晴
ら
し
さ
を
後
輩
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
私
の
参
加
に
あ

た
り
、
ご
理
解
ご
指
導
を
く
だ

さ
っ
た
那
珂
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

佐藤さ佐藤さんん
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まんがアート科　年　水田　葵さん1

小型家電リサイクル回収のお知らせ
　「第11回那珂川町福祉まつり」において、小型家電リサイク
ルの回収を行います。ご自宅に不用となった小型家電をお持
ちの方は、当日お持ち込みください。

日時　10月15日（土）午前9時30分～12時（予定）
会場　小川総合福祉センター　駐車場

主な回収品目
小型家電リサイクル制度対象品目のうち、30㎝×30㎝×50㎝
程度（コンテナに入るサイズ）の大きさのもの
※テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、乾燥機、エアコンは回
収対象外のため、お預かりすることはできませんのでご注
意ください。
※回収品目についてはホームペー
ジまたは広報なかがわ9月号に
掲載してありますのでご確認く
ださい。
※保存されている個人情報は、必
ず消去してからお持ち込みくだ
さい。

問い合わせ
　住民生活課生活環境係　緯0287-92-1112

　牛乳パックの資源化啓発のため、「なかがわ元気フェスタ
2016」において、紙すき体験と牛乳パック回収を行います。
日時　10月22日（土）・23日（日）

午前10時～午後　時3
場所　なかがわ元気フェスタ2016

南町小公園周辺会場
内容　紙すき体験　両日とも先着50名

なかちゃんトイレットペーパー交換　両日とも先着250名
（　L牛乳パック　枚と、なかちゃんトイレットペーパー1 6
　つを交換します。お一人様　つまで）1 1
※きれいに洗って、開いて、乾かした状態でお持ちくだ
さい。

牛乳パック資源化啓発事業

10月22日（土）・23日（日）に開催される、なか
がわ元気フェスタ2016の詳細は、町ホーム
ページやチラシをご覧ください。
問い合わせ
企画財政課　緯0287-92-1114

宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

「なかがわ元気フェスタ2016」

問い合わせ　環境総合推進室　緯0287-92-1110
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月
は
3
R
推
進
月
間
で
す
!

10お
買
い
物
の
際
に
は

・
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
よ
う

・
過
剰
な
包
装
は
辞
退
し
よ
う

・
再
使
用
で
き
る
容
器
や
つ
め
か
え
製
品
を

購
入
し
よ
う

ご
家
庭
で
は

・
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
物
は
、
分
別
し

て
資
源
ご
み
に
出
そ
う

・
生
ご
み
の
水
切
り
は
し
っ
か
り
と

　

あ
な
た
の
身
近
な
エ
コ
活
動
が
、
ご
み
の

減
量
化
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
総
合
推
進
室

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0

リフューズ
Refuse

環
境
総
合
推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

　
　

月
か
ら
市
街
地（
新
町
、
室
町
、
南
町
、

10
田
町
・
小
川
第
2
区
～
5
区
）に
お
い
て
、
生

ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業（
生
ご
み
の
分
別

回
収
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
世
帯
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
総
合
推
進
室

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0

○
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
推
進
設
備
等
導
入
事

業
費
補
助
金
申
請
に
つ
い
て

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
及
び
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
を
図
り
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
設
置
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

申
請
期
限

　

平
成　

年
2
月　

日（
火
）ま
で

29

28

対
象
施
設

・
太
陽
光
発
電

・
高
効
率
給
湯
器

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
器

　
（
薪
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
）

・
地
中
熱
利
用
施
設

不
法
投
棄
現
場
周
辺
に
か
か
る
水
質
分
析
結
果

（
平
成　

年
度
経
年
変
動
調
査
分
）

28

日
時　
　

月　

日（
日
）

11

27

受
付　

午
前
9
時
～（
予
約
制
）

場
所　

馬
頭
西
体
育
館

実
施
内
容　

不
妊
手
術
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

ノ
ミ
・
マ
ダ
ニ
駆
除

　

愛
犬
・
愛
猫
の
健
康
維
持
の
為
に
も
、
近

隣
へ
の
迷
惑
防
止
の
為
に
も
、
ぜ
ひ
不
妊
手

術
を
お
勧
め
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
飼
い
主
不

明
の
野
良
猫
た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
。

（
野
良
猫
の
捕
獲
相
談
も
承
り
ま
す
。）

不
妊
手
術
の
効
果

①
望
ま
な
い
繁
殖
を
防
止

②
メ
ス
は
乳
腺
腫
瘍
・
子
宮
蓄
膿
症
・
卵
胞

膿
腫
・
水
腫
等
を
、
オ
ス
は
前
立
腺
癌
・

陰
睾
・
精
巣
腫
瘍
・
会
陰
ヘ
ル
ニ
ア
等
ホ

ル
モ
ン
系
の
病
気
を
予
防

③
糞
尿
の
き
つ
い
臭
い
が
和
ら
ぐ

④
性
質
が
お
と
な
し
く
な
り
、
行
動
範
囲
が

狭
く
な
っ
て
発
情
期
の
鳴
き
声
や
マ
ー
キ

ン
グ
が
抑
え
ら
れ
る

※
不
要
に
な
っ
た
毛
布
の
ご
寄
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

犬
猫
み
な
し
ご
救
援
隊
チ
ー
ム
那
珂
川

岡
崎
恵
美
子

緯
0
9
0（
7
2
7
8
）0
6
5
5

後
援　

那
珂
川
町

動
物
愛
護
団
体　

ち
ば
わ
ん
＆
犬
猫

み
な
し
ご
救
援
隊　

協
働
活
動

犬
猫
一
斉
不
妊
手
術
実
施
の
お
知
ら
せ

　

小
口
字
北
沢
地
区
不
法
投
棄
現
場
周
辺
の

水
質
分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
項
目

健
康
項
目
、
生
活
環
境
項
目
、
そ
の
他

採
水
日　

平
成　

年
6
月　

日

28

27

採
水
場
所

1.

周
辺
環
境
水

⑴
投
棄
地
直
下
河
川

⑵
農
業
用
水

⑶
小
口
川
上
流

2.

投
棄
現
場
浸
出
水

⑷
投
棄
地
下
流
側
観
測
井

⑸
投
棄
地
内
観
測
井

3.

周
辺
人
家
井
戸
水

⑹
人
家
井
戸
水
2
カ
所

調
査
結
果　

⑶
を
除
く
、
全
て
の
地
点
で
環

境
基
準
以
下
で
あ
っ
た
。
⑶
で
は
水
素
イ
オ

ン
濃
度
が
環
境
基
準
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
他
の
地
点
で
は
、
全
て
の
項
目
で

環
境
基
準
以
下
で
あ
っ
た
。
→
周
辺
へ
の
汚

染
拡
大
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問
い
合
わ
せ

馬
頭
処
分
場
整
備
室
那
珂
川
分
室

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
4
1
1

環
境
総
合
推
進
室

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0

那
珂
川
町
は
＋
1
・

4
R
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※
3
R（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は
…

リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）

リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）

リ
サ
イ
ク
ル（
再
生
利
用
）

リ
フ
ュ
ー
ズ（
発
生
回
避
）
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県
民
健
康
・
栄
養
調
査（
生
活

習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
県
民
の
食
生
活
や
身
体
状
況
、

生
活
習
慣
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の

健
康
づ
く
り
施
策
に
役
立
て
る
た
め
、
県
民

健
康
・
栄
養
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
方
法
・
対
象

①
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

対
象　

無
作
為
に
抽
出
し
た　

歳
以
上
の
住

20

民（
県
全
体
で
2
万
2
5
0
0
人
）

那
珂
川
町
内
の
9
0
0
名（
無
作
為

抽
出
）に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

②
調
査
員
の
訪
問
に
よ
る
調
査

対
象　

無
作
為
に
抽
出
し
た
地
区
の
住
民

（
県
全
体
で
約
1
5
0
0
人
）

那
珂
川
町
内
で
は
松
野
地
区
の
一
部

が
該
当
し
ま
す
。

調
査
時
期

　
　

月
か
ら　

月

10

11

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

緯
0
2
8（
6
2
3
）3
0
9
4

　

月
は

10「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」
で
す

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
!

　
『
生
き
て
い
た
い
…
!
』　

そ
ん
な
あ
た
り

ま
え
の
様
で
夢
の
よ
う
な
願
い
を
か
な
え
て

く
れ
る
の
は
、
あ
な
た
の
勇
気
と
骨
髄
液
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
、
骨
髄
移
植
や
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
毎
年

約
2
0
0
0
人
を
数
え
ま
す
。
現
在
も
た
く

さ
ん
の
方
に
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
移
植
率
は
未
だ
低
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
に
は
、

一
人
で
も
多
く
の
ド
ナ
ー
登
録
が
不
可
欠
で

す
。

　
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」の
一
環
と
し
て
、

献
血
と
一
緒
に
で
き
る
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
会
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

登
録
会
の
日
時
・
会
場

　

月　

日（
日
）

10

16

午
前
9
時　

分
～
午
後
2
時

45

　
栃
木
市
岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
遊
楽
々
館

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

緯
0
2
8（
6
2
3
）3
1
1
9

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
8
8

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
開
設

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
に
、　

月　

日（
月
）か
ら

11

14

　

日（
日
）の
1
週
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の

20人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
ま
し

た
。

　

強
化
週
間
中
は
、
女
性
の
人
権
問
題
に
詳

し
い
人
権
擁
護
委
員
が
、
女
性
に
対
す
る
配

属
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
様
々
な
相
談
に
つ

い
て
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

日
時　
　

月　

日（
月
）～　

日（
日
）

11

14

20

時
間　

午
前
8
時　

分
～
午
後
7
時

30

（
土
・
日
は
、
午
前　

時
～
午
後
5
時
）

10

実
施
機
関

宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

電
話
番
号　

緯
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2

応募資格試験会場試験期日受付期間種目
男子で中卒（見込含）17歳未満の者
※学校長の推薦必要

神奈川県
横須賀市

平成29年1月7日（土）～
9日（月）のいずれかの1日

11月1日（火）～
12月2日（金）

推
薦

高等工
科学校 男子で中卒（見込含）17歳未満の者宇都宮市内

1次：平成29年1月21日（土）
2次：平成29年2月2日（木）～
5日（日）のいずれかの1日

11月1日（火）～
平成29年1月6日（金）

一
般

18歳以上27歳未満の者宇都宮市内12月3日（土）11月30日（水）まで男
子

自衛官
候補生

平成28年度陸上自衛隊高等工科学校及び自衛官候補生（男子）募集案内

問い合わせ　栃木地方協力本部大田原地域事務所　緯0287-22-2940
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10月は土地月間です

日時　11月10日（木）
午後　時30分～　時30分1 4
会場　トコトコ大田原　階3
市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容　栃木県弁護士会に所属する
弁護士（　名）が相談に応じます。2
※相談時間は、　 人20分1
申し込み
11月　日（水）から　日（水）までに、2 9
下記まで電話にてご予約ください。
定員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ
大田原市総合政策部総務課
総務法規係　緯0287-23-1111

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

　国土利用計画法では、一定面積以
上の土地売買などの取引を行った場
合、契約後　週間以内に町長に届け2
出ることが義務付けられています。
　届出の必要な土地の面積は、以下
のとおりです。
　．都市計画区域 5,000㎡以上1
　．都市計画区域外 10,000㎡以上2
　土地の有効利用の実現のため、皆
様のご協力をお願いします。
問い合わせ
企画財政課　緯0287-92-1114

●第24回特別展
那須の歴史をひもとくⅡ
「中世那須のあけぼの−那須神田城
を考える−」
期間　11月20日（日）まで
場所　第一会場：湯津上館
第二会場：那珂川館
開館時間　午前　時30分～午後　9 5
時（入館は午後　時30分まで）4
休館日　月曜日、祝日の翌日
●記念シンポジウム
期日　10月30日（日）　午前10時～
場所　ふるさと館
講師　橋口　定志氏（としま遺跡調
査会理事）
橋本　澄朗氏（栃木県考古学会会長）
定員　80名　参加費　無料
●学芸員による展示解説
期日　10月15日（土）、11月19日（土）
時間　午後　時30分～1
参加費　無料
開催場所　湯津上館のち、那珂川館
定員　20名（予約不要）
●史跡ウォーク
期日　11月12日（土）
午前　時～午後　時9 3
場所　那須神田城跡周辺
定員　30名（要予約）　参加費 実費
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館
緯0287-96-3366　俊0287-96-3340

毎年10月は
全国不正軽油撲滅強化月間です

　不正軽油とは、軽油引取税の脱税
を目的に、軽油代替燃料として灯油
や重油を混和する等して使用するも
のです。
　知事の承認を受けずに自動車の燃
料として灯油や重油などを使用する
と、罰則の適用を受けることがあり
ます。不正軽油に関する情報は、下
記へお寄せください。
問い合わせ
栃木県税事務所軽油引取税調査担当
緯0282-23-3862

那珂川の清流を守る会
第1回河川美化活動
参加者募集のお知らせ

日時　12月11日（日）
開場　午後　時　開演 午後1時30分1
会場　小川総合福祉センターあじさ
いホール
※入場無料（整理券が必要です）
申し込み方法　往復はがきに郵便番
号、住所、氏名、電話番号を記入の
うえお申し込みください。　 通につ1
き、　 名の申し込みとなります。1
申し込み
那珂川町教育委員会生涯学習課
〒324-0595　那珂川町小川2814-1
締め切り　10月31日（月）（当日消印
有効）定員を超えた場合は抽選
問い合わせ
「那珂川町第九を歌う会」事務局
緯0287-92-5172（郡司）
緯0287-92-5687（益子）

「那珂川町第九を歌う会」
演奏会のお知らせ

～きて　みて　感じる!
とちぎの農力　ふるさとの味力～
開催日時　10月29日（土）・30日（日）
午前10時～午後　時4
開催場所　県庁及び周辺施設
問い合わせ
とちぎ“食と農”ふれあいフェア実
行委員会　緯028-623-2333

とちぎ“食と農”ふれあいフェア2016
開催のお知らせ

入居時
家賃（円）

間
取
り

戸
数住宅名区

分
4,900～

7,3002K1
戸薬利住宅町

営
7,900～

11,8002K1
戸清流住宅町

営
22,600～

33,6003DK1
戸大宝地住宅町

営
32,000～

34,0003DK5
戸

サン・コー
ポラス馬頭

町
有

町営・町有住宅
入居者募集のお知らせ

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間
10月　日（月）～10月21日（金）3
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、お問い合わせください。
問い合わせ
建設課　緯0287-92-1118

　次の世代に那珂川の美しい清流を
引継ぐためにご家族などでご協力く
ださい。
日時　10月16日（日）　午前10時～
集合場所　大桶運動公園
活動場所　那珂川八溝大橋付近
※当日は汚れてもいい服装、火バサミ
等のゴミを拾える物を持参ください。
問い合わせ
那珂川中央漁業協同組合
緯0287-83-0120
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　地域で取り組む耕作放棄地の再生、
農地の維持、農業生産力の向上のた
めに「耕作放棄地再生利用緊急対策
事業」の事業者を募集します。
事業内容　耕作放棄地となっている
場所を解消し、農地として利用でき
るようにする
対象者　農業者、農業生産組合、町
長が特に必要と認めた者及び団体等
補助率及び限度額
・国県事業に対しては、30千円／10a
・国県事業の条件に該当しない事業
は、事業費の　／　以内　500千円1 2
が上限
事業実施期間
採択された当該年度内
詳しくはお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ
農林振興課　緯0287-92-1113

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

★お知らせ★
都合により予告なく番組を
変更する事があります。

EPGでの確認をお願いします。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

★ケーブルテレビ企画番組

依存症、ひきこもり、DVなどに
ついての講演会と相談会

【主な事業内容】
①耕作放棄地再生利用交付金（国事
業）
　解消経費10万円以上／10aの農地
に対し、5万円／10a交付（※重機使
用の場合は事業費の2分の1以内）
（他メニューあり）
②遊休農地解消支援事業（県事業）
　解消経費6万円以上／10aの農地
に対し、3万円／10a交付（国事業に
上乗せ可）※解消経費は荒廃程度で
判断
申し込み・問い合わせ
農林振興課　緯0287-92-1113

番　組　名時　間
NewsなかがわTOWN 5:30

文字放送 6:00
ぴんしゃん介護予防講座 6:30
NewsなかがわTOWN 7:00

文字放送 7:30

アグリネット
 8:00
 8:30

NewsなかがわTOWN 9:00
文字放送 9:30

栃木県提供番組
10:00
10:30

NewsなかがわTOWN11:00
文字放送11:30

ぴんしゃん介護予防講座12:00
NewsなかがわTOWN12:30

文字放送13:00

企画番組・文字放送
13:15
13:30

文字放送
14:15
14:30

NewsなかがわTOWN15:00
文字放送15:30

ぴんしゃん介護予防講座16:00
文字放送16:30

赤ちゃんがいっぱい17:00
THE　MAKING17:30
アニマルサイエンス18:00

企画番組・文字放送
18:30
19:00

NewsなかがわTOWN19:30
文字放送20:00

栃木県提供番組
20:15
20:30

NewsなかがわTOWN21:15
文字放送21:45

企画番組・文字放送
22:00
22:30

NewsなかがわTOWN23:00

文字放送
23:30
 0:00
 0:30

NewsなかがわTOWN 1:00
文字放送朝まで

内容　施設内見学、刑務所作業製品
の展示即売、各種イベントなど
日時　10月29日（土）
午前　時30分～午後　時まで9 3
場所　喜連川社会復帰促進センター
問い合わせ
喜連川社会復帰促進センター
緯028-686-3111（代表）

番　組　名日　付

馬頭南保育園運動会10／10～
10／16

みんなで子育て
わんぱく広場

10／17～
10／23

敬老会特集10／24～
10／30

馬頭中央保育園運動会10／31～
11／6

わかあゆ保育園運動会11／7～
11／13

ぴんしゃん介護予防講座
（国際医療福祉大学）

認知症予防10／10～
10／16

病気との付き合い方
（糖尿病・高血圧など）

10／17～
10／23

病気との付き合い方
（くすりの管理と飲み方）

10／24～
10／30

病気との付き合い方と
健康増進

10／31～
11／6

介護保険制度のサービ
ス利用について

11／7～
11／13

　絆が助け、絆に苦しむ−当事者と
家族をめぐって
期日　11月　日（日）6
●講演会「家族が危機に直面すると
き−DV、虐待、依存症」
時間　午後　時～　時30分1 3
講師　高橋　郁絵氏（原宿カウンセ
リングセンター・臨床心理士）
場所　小川総合福祉センターあじさ
いホール
定員　200名
参加費　無料
●相談会
時間　午後　時～午後　時4 6
定員　20名
参加費　無料
※精神科医やカウンセラーが個別に
対応。相談内容は前もって連絡する
こと
場所　小川総合福祉センターすこや
か共生館
申し込み・問い合わせ
地域生活相互支援大山田ノンフェー
ル・くらねぇ
緯0287-93-0660　俊0287-83-8182

耕作放棄地再生利用緊急対策事業
の事業者を募集します

遊休農地を借りて解消する
農業者等に助成金を交付します

第8回きつれがわ矯正展
のお知らせ
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高齢者、障害者のための
成年後見相談会実施のお知らせ

対象者
・接種当日満65歳以上の方
・接種当日満60歳から65歳未満の方
で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫の機
能に障害があって、身体障害者手帳
1級相当の障害がある方
接種期間
10月　日（土）～平成29年　月28日（火）1 2
（できる限り12月末頃までの接種を
お勧めします）
※対象の方には、事前に通知してお
ります。
※町外の医療機関で接種希望の方は、
接種を受ける前に必ず連絡してくだ
さい。
問い合わせ
健康管理センター 緯0287-92-1188

無料調停相談会
開催のお知らせ

　「法の日」にちなみ、司法書士、行
政書士、土地家屋調査士の業務に関
する無料相談会を実施します。
日時　11月　日（木／祝）3
午前10時～午後　時3
会場　大田原市総合文化会館
相談方法　面談
相談料　無料
問い合わせ
栃木県土地家屋調査士会事務局　
緯028-621-4734

三士会法の日無料相談会
のお知らせ

日時　11月20日（日）
午前10時～午後　時3
場所　栃木県司法書士会館
相談方法　面談（要予約）
相談料　無料
申し込み・問い合わせ
栃木県司法書士会 緯028-614-1122

日時　11月19日（土）
午前10時～午後3時
場所　栃木県司法書士会館
相談料　無料
相談員　司法書士
相談方法　面談・電話
問い合わせ　リーガルサポートとち
ぎ　緯028-632-9420

　調停とは、裁判所（裁判官と調停
員）が間に入り、紛争解決のお手伝
いをする制度です。手続きが簡単で
費用が安く、非公開なのでプライバ
シーが守られます。
　交通事故、金銭の貸借、離婚、遺
産分割等でお悩みの方は、お気軽に
ご相談ください。
日時
10月14日（金）午前10時～12時
場所　那須烏山市立南那須図書館
内容
交通事故、金銭の貸借、土地・建物
の問題、相続、離婚、遺産分割、そ
の他民事・家事に関する一切の相談
問い合わせ
宇都宮簡易裁判所（民事関係）
緯028-333-0030
宇都宮家庭裁判所（家事関係）
緯028-333-0042

　精神障がい者と家族の会・クロー
バーハーツ癒しの工房では、精神障
がいの当事者と家族の皆さんの悩み
相談を行います。
期日　毎月第4月曜日
10月24日、11月28日
時間　午前9時～午後6時
会場　道の駅ばとう・観光センター
問い合わせ　栃木県精神保健福祉会
（やしお会：植村） 緯090-4242-0147

日時　10月29日（土）
午後1時30分～3時（受付午後1時）
会場　小川総合福祉センター
すこやか共生館
受講料　無料
内容　日常点検及び簡単なトラベル
対処法、シートベルトコンビンサー
車両による衝突体験など（都合によ
り変更有）
申し込み
南那須地区自動車整備工場
問い合わせ
栃木県自動車整備振興会南那須支部
担当（有）亀田運送自動車整備工場
緯0287-96-4546

交通安全・マイカー点検教室（無料）
受講者募集のお知らせ

精神障がい者と家族のための
相談会開催のお知らせ

高齢者インフルエンザ予防接種の
お知らせ

税理士＆司法書士による
相続・贈与の無料相談会
実施のお知らせ

　養育里親とは、保護者のいない児
童または何らかの理由で保護者が養
育できない児童を自分の家庭に迎え
入れ、愛情を込めて養育してくださ
る方のことです。
　養育期間は、①児童の社会的自立
が可能となるまで、②保護者が児童
を引き取れるようになるまでなど、
児童の状況に応じて異なります。
　養育里親となるためには、原則6
日間の研修を受講していただきます。
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ　栃木県県北児童相談所
緯0287-36-1058

保育のお仕事エリア別就職フェア
開催のお知らせ

対象者　保育の仕事を希望する方、
保育の仕事に興味・関心のある方
日時　11月24日（木）
●就職支援セミナー
「保育現場で使える運動遊び」
12時30分～午後1時15分
●合同面談会
午後1時～午後3時30分
会場　健康長寿センター（那須塩原
市南郷屋5丁目163）
定員　就職支援セミナー20名程度、
合同面談会は定員なし
託児あり（6カ月～就学前）
参加費　無料
申し込み・問い合わせ
（福）栃木県社会福祉協議会
とちぎ保育士・保育所支援センター
緯028-307-4194
E-mail:info@tochigi-hoikushi-center.org

社会的養護を担う
養育里親になりませんか
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）、　

日（
日
）に
、

10

22

23

街
中
お
化
け
屋
敷
「
ト
ケ
イ
ノ
イ

エ
」
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ

ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し

協
力
隊

奮
闘
記

（

）

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

8
月　

日
～
9
月　

日
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受
付
分　
　
　

敬
称
略

石
澤　
　

壽
（　

）
馬　

頭

84

黒
澤　
 

男
（　

）
馬　

頭

84

笹
沼　

ア
ヤ
（　

）
馬　

頭

80

髙
橋　

美
子
（　

）
馬　

頭

94

 

藤　
　

登
（　

）
馬　

頭

82

平
山　

幹
夫
（　

）
松　

野

79

大
森　

タ
ミ
（　

）
大　

内

85

 

池　

正
夫
（　

）
大
山
田
上
郷

81

薄
井
藤
次
郎
（　

）
小　

川

92

小
林　
　

保
（　

）
小　

川

78

永
井　

正
勝
（　

）
小　

川

87

塚
原　

謙
三
（　

）
吉　

田

87

青
栁　

育
男
（　

）
谷　

田

76

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

木
村 
理  
央  
奈 

り 

お 

な

悟史
子

馬　

頭

薄
井　
 
奏  
翔 

か
な 

と

大
輔

裕
香
子

大　

内

（
氏　

名
）
（
年
齢
）（
住
所
）

児
玉　
 
大  
知 

だ
い 

ち

拓
郎

香
織

大
那
地

宮
下　
　
 
恋 れん

瞬千
奈
弥

馬　

頭

●
加
藤
み
ゆ
き　

美
し
い
村　

夜
空
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
甦
れ
ピ
ア
ノ
」　

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時　
　

月　

日（
土
）　

開
場　

午
後
5
時
～

10

29

開
演　

午
後
6
時　

分（
食
事
は
午
後
6
時　

分
ま
で
）

30

15

場
所　

旧
馬
頭
北
保
育
所

料
金　

チ
ケ
ッ
ト
2
0
0
0
円（
前
売
り
券
の
み
夕
食
付
）

●
街
中
お
ば
け
屋
敷「
ト
ケ
イ
ノ
イ
エ
」

日
時　
　

月　

日（
土
）、　

日（
日
）　

午
前　

時
～
午
後
3
時

10

22

23

10

場
所　

馬
頭
南
町
商
店
街
旧
明
治
屋

料
金　

大
人（
中
学
生
以
上
）2
0
0
円
、
小
人（
小
学
生
）1
0
0
円

小
学
生
未
満
は
、無
料（
保
護
者
同
伴
の
う
え
入
場
可
）

お
知
ら
せ

阿
久
津
よ
し
江
（　

）
三　

輪

68

増
子　

嘉
希
（　

）
浄
法
寺

79

大
森　

一
美
（　

）
浄
法
寺

88
発効日　平成28年10月　日1

すべての労働者とその使用者に適用されます。
なお、特定の産業には特定最低賃金が定められています。
詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室緯028－634－9109
又は、最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

必ずチェック　最低賃金！　使用者も、労働者も。

時間額775円栃木県最低賃金が

確認しましょう！ 最低賃金
10月　日現在の人口1

（住民基本台帳）

男
女
計
世帯数

人（− １７）
人（− 　）9
人（− ２６）
（− ４）

８,７５３
８,５４５
１７,２９８
６,１２２

（　）内は前月との比較
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第133回

秋季特別展

「浮世絵名品展　－ 礫 
こいし

 川 ・松井コレクション－」
かわ

【会　　期】
後期：10月21日（金）～11月27日（日）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
後期　10月22日（土）午後　時30分～　当館館長1
【講 演 会】
日時：10月30日（日）午後　時30分～　時1 3
会場：当館視聴覚研修室
講師：新藤　茂氏（国際浮世絵学会常任理事）
【開館時間】午前　時30分より午後　時まで9 5

（但し入館は午後　時30分まで）4
【休 館 日】月曜日、祝日の翌日
【入 館 料】大人　700円（630円）

高・大学生　400円（360円）
※（　）は20名以上の団体料金。
※中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

　今回紹介する作品は
喜多川歌麿（1753～
1806）の代表作「当時
三美人　富本豊ひな　
難波屋きた　高しまひ
さ」竪大判です。現在

までこの作品は、ボストン美術館所蔵のものとこの作品
しか発見されていません。描かれている女性は、当時評
判の町娘です。三尊型で描かれた構図の中央に着物が白
抜きで富本流の桜草が描かれた、吉原玉村屋お抱えの富
本流の芸者「豊雛」です。右の桐紋のある団扇を持つ美人
は、浅草寺随身門前で茶店を開いていた難波屋の「おき
た」です。左の美人は、着物の丸に三柏の紋（当図では見
えない）から、両国薬研堀で店を開いていた茶屋高嶋屋
の娘「おひさ」です。彼女の事は、他の二人に比べ出自は
知られ米沢町　丁目の煎餅屋高島屋長兵衛の長女でした。2
三人の年齢は、この作品が作られた寛政　年当時16歳5
から17歳でした。当時の美人の条件は厳しく、切れ長
の一重まぶたの目、鼻筋が通っている、小さな口、透き
通った肌、黒々とした髪などです。また美人画が遊女や
芸者以外で取り上げられる事は稀で、当時の下町のアイ
ドルと言うところだったと思います。
　喜多川歌麿は天明期に歌麿式立ち美人で一世を風靡し
ましたが、その後寛政期に入り半身像の美人画を描くよ
うになり、歌麿の美人画は全盛期を迎えます。しかし、
時代は松平定信が行っていた寛政の改革の最後にあたり、
定信が失脚した後も規則は残っていました。当作品は寛
政の改革前に描かれた初摺ですが、後摺は寛政の改革中
だった為に名前が消されています。

馬頭広重美術館　館長　市川　信也

「当時三美人　富本豊ひな　難波屋きた　高しまひさ」
絵師　喜多川歌麿　版元　蔦屋重三郎

平成27年度那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

入選「収穫祭」
撮影者
　斉藤　英光さん
　（大那地） 入選「舞奉納」撮影者：川村　昇さん（水戸市）

美術館ボランティア募集
　浮世絵や美術館に興味のある方、入館者と美術館をつなぐボランティアに参加してみませんか。
展示室内の監視業務や簡単な説明などを行うボランティアを募集しています。
募集対象　18歳以上の方　　活動日　半日又は1日単位で活動
問い合わせ　馬頭広重美術館　緯0287－92－1199
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